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Abstract
Imoti　agrari　nella　valle　padana　negli　anni　1880
KIRYU　Naotake
　　　G．Procacci，　storico　italiano，　ha　detto　come　seguente　sulle　caratteristiche　del　bracciantato　nella　va豆le
padana　per　la　sua　lezione　a　Sorbonne　di　Parigi：”　Dalla　grande　crisi　agraria　degli　anni　ottanta＿mosse　i　suoi
primi　passi　il　movimento　contadino　italiano，　anche　esso　un　fenomeno　tipico　della　storia　della　ltalia　moderna，
con　h・a面prof6ndamente　originali．　La　sua　culla　furono　le　campagne　del　Mantovano，　dove　nel　1884　si　ebbero
deUe　agitazioni　e　degli　scioperi　agrari　di　notevole　ampiezza，　del　Polesine，　del　Ferrarese　e　del　Ravennate，
tUtte　proVince　poste　a　cavaliere　del　basso　corso　del　Po，　in　un　paesaggio　di　argini，　di　grandi　lavolri　di　boni血che，
di　villagi　improvvisati　e　privi　persino　della　consueta　e　famihare　presenza　della　chiesa．　I　braccianti　che　vi
lavoravano　e　che　spesso　erano　emigrati　dalle　proVince　Vicine　costituivano　un　aggregato　sociale　e　umano
che　non　trova　riscontro　nel　proletariato　agricolo　di　altri　paesi　europei．　A　dfferenza　dei　serVi　delle　campagne
tedesche　aa　est　dell，，Elbe，　essi　non　avevano　dietro　alle　loro　spa亙le　un　passato　di　so99ezione　e　rassegnazione．
Essi　erano　una　classe　sociale　di　nuova　formazione　e　per　ceni　aspetti，　pi　Vicina　alla　mentalit　delllloperaio
e　del　salariato　che　a　qulla　del　contadino＿La　loro　speranza　non　stava　nel　ritomo　al　passato，　ma　al　contrario
nelll實avvenire，　nel　progresso，　nel　socialismoll．
　　　nscopo　di　questo　saggio　　studiare　i　tratti　degli　agitazioni　agrarie　negli　anni　1880　nella　pianura　padana，
sopratutto　nel　Polesine　e　nel　Mantovano．　Queste　agitazioni　scoppiassero　con　il　grido　ll　la　boie　ll　prima　nel
Polesine，　poi　estesero　nel　Mantovano．　I　moti　de　ll　la　boie”che　finora．　erano　considerati　come　movimentl
spontanei，　ora　sono　considerati　come　i　primi　movimenti　contadini　organiZzati’　bene．　Con　le　esperienze　di
questi　moti，　i　moVimenti　bracciantili　nella　pianura　padana　sempre　pi　presero　le　caratteristiche　organizzative
einfine　ne11901　a　Bologna　fu　costituita　per　la　iniziativa　dei　braccianti　di　questa　zona，　la　Federazione
nazionale　dei　lavoratori　della　terra　che　sarebbe　diventato　lo　stato　maggiore　del　inovimento　contadino
italiano，　e　con　essa　anche　i　movimenti　bracciantili　nella　padana，　entrassero　nella　nuova　fase　del　movimento．
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はじめに
　イタリアの代表的歴史家，G．プロカッチはパリのソルボンヌ大学で行った講義で，ボー平野（valle
padana）の農村を特徴づけたブラッチャンテについて次のように述べている。
　（ボー平野）地方で働くブラッチャンテ　ーその多くは近隣の土地から移住してきた一
は，他のヨーロッパ諸国の農業労働者には見いだすことが出来ないような社会的，人的結合を作
り上げていた。ドイツ，東エルベの農村地帯の農奴とは違って，彼らは服従と忍耐という過去を
背負ってはいなかった。彼らは新たに形成された社会階級であり，ある側面において，農民より
も労働者や俸給生活者に近いものを持っていた……。過去への復帰ではなく，その反対に未来，進
歩，社会主義が彼らの希望であった。実際，それまでは一定の知識人層や都市プロレタリアの最
上層部分の間にだけ限られていた社会主義思想の宣伝が，ポー川流域のプラッチャンテの間に初
めて深く浸透し，彼らを通じて社会主義は農村の中に広まっていったのである（1）。
　本稿の目的は，1880年代半ば，ボー平野，特にヴェネト州のボレージネ地方（ロヴィーゴ県），ロン
バルディア州のマントヴァ県で勃発した，「ラ・ボイエ」（la　boje）という叫びと共に拡がったブラッ
チャンテの争議に焦点を当て，この時期の農業争議の特徴を明らかにすることである。これらの80年
代の争議は本格的な大規模な争議で，それ以前のブラッチャンテの自然発生的性格の強い騒動から，組
織化された運動へと展開していく画期となると考えられる。
140
一　農業危機とその結果
　1880年代，ブラッチャンテをはじめとする農民の窮乏化をもたらし，争議に駆り立てたのは，農業
危機の到来であった。蒸気船による海上輸送の発達とスエズ運河の開通により，アメリカ，オースト
ラリアからの小麦，アジア産の米などが安価に大量に到来し，穀物価格の下落を引き起こし，ヨーロッ
パの農業に深刻な打撃を与えた。西ヨーロッパの先進地域ではすでに70年代半ばからその影響を蒙り
はじめたが，イタリアではやや遅れて80年代に入って深刻化した（1）。「全国的に1881年に深刻に
感じられはじめ，1884年一85年の間に悪化し，その後1893年一94年に頂点に達した」（2）。
　その結果，小麦価格はキンタール当たり，1876年一80年の31．49リラが81年一85年には23．53リラ
に，トウモロコシは同じく2L10リラから17．20リラ，米は19．76リラから16．40リラへと下落した。さ
らに穀物耕作面積は縮小し，生産量は小麦が76年一80年の年平均で4011万5000キンタールから81
年一85年には3428万8000キンタールに，トウモロコシは同じく2499万4000キンタールから1959万
2000キンタールへ，米は515万4000キンタールから402万2100キンタールへと減少した（3）。小麦
はイタリア農地の20％以上を占め，土地収益と農業収入の主要な土台をなしていたので，小麦価格の
下落はイタリア農業に厳しい打撃となった（4）。その一方穀物の輸入量は79年一83年の年平均250
万キンタールから，84年一87年の年平均700万キンタールへと上昇した（5）。こうした穀物価格の
低下の結果は，穀物耕作面積の減少であった。ボー平野下流域のエミリア・ロマーニャを取り上げて
も，小麦の単位面積当たりの平均生産は1876年と1883年の間にha当たり9．30キンタールから8．81キ
ンタールと減少した（6）。また水田の面積も減少し，わずかの世話と労力しか要しない牧草栽培に転
換していく。低部ボー平野の6つの主要な水田地帯（マントヴァ，ヴェローナ，ロヴィーゴ，フェラー
ラ，ボローニャ，ラヴェンナ）では，1879年一83年の米作面積は10年前に比べて31％減少した。ポ
レージネ地方では数年で3191ha，ラヴェンナ県では2130haの水田が失われた。ボローニャ県では水田
面積は増大しているが，それは単作水田（risaia　stabile）から輪作水田（risaia　avvicendata）へと耕作シ
ステムが変更された結果にすぎない（7）。このような穀物価格の下落と外国産の安価な穀物の流入の
結果，地主や借地農の農場経営者は穀物耕作面積を削減して牧草栽培地に変更したり，土地改良の投
資を差し控え，これにさらに公私の企業体の財政危機による干拓事業の縮小が加わり，職が奪われ，そ
れ以前から過剰人口の故に困難な労働，生活条件のもとにあったブラッチャンテにいっそうの失業，半
失業と低賃金をもたらし，危機的状況に導いたのである。これが1882年から85年にかけて東部ボー
平野で一連の農業争議を引き起こした背景である（8）。実際，「1880年以後の地方の農業経済の条件
はプラッチャンテを飢餓の淵に押しやり，その一方農業企業家の利益を10％から4％に減少させた」
（9）。
　地域ごとに差があるが，大雑把に見ていくと，ボー平野の農村地帯では，ブラッチャンテはオッブ
リガーティ（常雇い）とディスオッブリガーティ（日雇い）あるいは臨時雇い（アッヴェンティツィ）
の2種類に分けられる。オッブリガーティは1年契約で住居は地主により与えられ，その条件は比較
的ましであった。政府の調査委員会の調査によれば，5人メンバー（2人の成人と1人の子供を含む）
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のオッブリガーティの平均家族の年収は825リラと計算されている（10）。逆に臨時雇いのディスオッ
ブリガーティの場合，賃金は時給計算で，自分の手で住居を備えねばならなかった。年間200日ほど
の労働日数で，それには冬期の排水路や運河の堤防の整備，干拓事業等の公共事業に従事する日数も
含まれている。政府の調査によれば，臨時雇いの5人家族のブラッチャンテの年収は450リラであっ
た。当時の農民協会は妻と2人の子供を持つ臨時雇いは少なくとも生活するのに700リラ必要である
と計算している。そのような最低賃金に達しないので，臨時雇いのブラッチャンテは借金を負うか，窃
盗に訴えることを余儀なくされていた（11）。
　1878年にマントヴァ県で犯された1940件の犯罪の内674件はちっぽけな窃盗（大部分は鶏を盗むこ
と），564件は私的所有に対する犯罪（多くの夜間の放火を含めて）である。1883年には犯罪は驚くべ
き水準に達し，王国検事エミリオ・カッカーロは次のように論評した。「これらの否定できないデータ
は我々に何を示すのか。残念ながら回答はただ一つである。貧困，飢餓が窃盗に押しやる。そしてこ
こに空しい雄弁によってではなく，長ったらしい約束によってではなく，豊かな事実によって備える
必要が由来する」（12）。
二　1882年のクレモーナ県の争議
　以上のようなブラッチャンテの困窮を背景にして1880年代の農業争議が始まる。口火を切るのはク
レモーナ県である。
　クレモーナ県の農業経営の特徴は，1870年代の農業の高い生産と農産物の高価格による高い収益の
ため，土地経営に積極的な企業家的農業経営者＝借地農が急速に増大したことである。借地農は県全
体に広く存在したが，とりわけクレモーナ郡に多く，ここでは全体の農地9万haの内6万3000haを経
営していた（1）。その一方クレモーナ県は土地税がイタリアで一番高いことでも知られていた。ha当
たりロンバルディアの21．61リラ，ロマーニャの14．22リラなどに対して39．01リラである（2）。それ
に伴い借地料も高く，そのため企業家的借地農は借地料引き下げのため地主と闘う一方，賃金を抑制
し，労働力を犠牲にして企業利益を確保しようとした（3）。加えて1880年代以前にすでに脱穀機が
導入されて機械化が進み，ブラッチャンテから職を奪っていた（4）。さらに1880年代の農業危機の
もとで，借地農は穀物耕作から労力のより少ない牧草栽培に転換，労働力の省力化による生産コスト
の削減を図った（5）。こうしてますますブラッチャンテは職を奪われ，困窮化を余儀なくされた。ま
たこの労働力の省力化は特に1年契約のオッブリガーティに関係するもので，彼らは仕事が縮小され．
収入を減らされただけでなく，かなりの者が臨時雇いのブラッチャンテに転落することになった。
　オッブリガーティ（クレモーナではスペサーティとも称される）の報酬の総計は，1870年の550リ
　　　cラから80年には299．40リラに，85年一86年には272．87リラと低下し，一方収入不足を補完していた
土地経営者との間の収穫物の共有制による利益は1880年一81年の362．71リラから1885年一86年の344．75
リラに低下した。その結果，82年のクレモーナ県の農業争議の牽引者となるのは，このオッブリガー
ティであると考えられる（6）。
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　このような背景のもとに1882年の争議が勃発する。82年5月14日，パルマ県のジベッロの医師で，
元ガリバルディー派で社会主義に染まったルイージ・ムシー二は，クレモーナ県のピエーヴェ・ドル
ミの相互扶助協会創設12周年記念集会を関いた。それには県と近隣諸県の25の相互扶助協会の代表，
労働者，農民の大群衆が集まり，旗がひらめき，音楽がなり，その集会は生き生きとした民衆の祭り
に変わった（7）。ムシー二はその集会で次のように雄弁をふるい，それが争議の合図となった。’
　農民達よ！25年ほど前に生じたイタリアの運命の転換（8）はいかなる利益を諸君にもたらし
たのか。もし人間性と市民の威信もなく，家畜として生きなければならないとすれば，もし選択
がより悪い貧困とペラグラ病の間にあるとすれば，農民は出発しなければならない。移民は必要
である……。飢えている時，収入の引き上げを要求するのに，知的で豊かで市庁と議会の主人で
ある資本家の全能の力に抵抗するためには，いかなる手段が農民にあるのか。労働者が仕事を中
断すれば，政府はより強い者に……味方し，監獄は一杯となる……。だが我々は救済を提案する
ことなく，プロレタリアートの苦しみを嘆くのであろうか。我々は様々な社会階級の間の関係を
本質的に修正するために，政治を利用するべきである……。我々が望むことは全ての人間が自分
のパン，太陽，空気，光を持つことである。諸君は数が多い。諸君には力がある。前進せよ。勇
気を持って（9）。
　ここにはどのような綱領的宣言も，具体的行動指針もないが，熱狂した農民達は翌日，賃上げと労
働条件の改善を要求して行動に移った。クレモーナ県の農業共進会（comizio　agrario）の報告は次のよ
うにその成り行きを記している。
　5月後半のある美しい朝，通常非常に静かな近くの農村に奇妙で不吉な声が鳴り渡った。それ
は，畑から畑へ，農場から農場へ，仕事の停止を誘い，お互いに興奮している農民である。急速
に大きなグループが形成され，それは一つずつ村にある全ての農場を通過し，従うために大きな
力の機会を待っていたその同志達により絶えず大きくなり，県都に赴き，自治体当局に自己の要
求を提出した……。スト参加者の態度は挑発的ということはできなかった。だが断固としており
怒っていた。棒で武装して，彼らに従う用意のなかった何人かのその仲間達からの異議を聞くつ
もりはなかったし，そして反対するという夢想を示した何人かの雇用主はすぐに屈服の必要を納
得しなければならなかった。彼らの演説のテーマは自分たちの状態と雇用主のそれとの対比であっ
た。彼らはぼろを着て素足で……ブドウ酒もなく，それ以外に一杯の負債。その雇用主はあらゆ
る神の恩寵に満ち，常に新しい借地を行い，銀行にかなりの額を持っている（10）。
　こうして5月後半からストはピエーヴェ・ドルミから急速に近隣地帯に拡大し，ある土地で中断さ
れても，他の土地で勃発し，6月末までクレモーナ県全体に断続的に拡大した（11）。「共和国万歳」
「国王くたばれ」「ドイツ万歳」（1866年までオーストリア領だった）という体制批判の声も挙げられた
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が，総じてスト参加者の不穏当な言動は，いくつかの土地の仲間を召集する警鐘であり，重大な事件
は生じなかった。農民の目標は市や村の役所で，市長，村長に農業家（地主と借地農）に対する彼ら
の要求の仲裁を求めるものであった（12）。クレモーナ県のこのストは6月末，軍隊により県の大部分
が占領されて終息した。だがこの争議は世論に大きな反響をもたらした。rタッッォ』rパーパ・ブオ
ンセンソ』『ソーマ』といった民主派の新聞に鼓舞され，世論の感情ははっきりと農民に好意的で，そ
のため農業家は若干の賃金の改善とそのほかの譲歩を行った。勤労者にとり年収にして60リラの引き
上げで，多くはなく，ブラッチャンテの不満を満たすには不十分であったが，組織された抵抗がその
条件の改善のための鍵であると考えるように導くのに十分であった（13）。
三ボレージネのラ・ボイエの争議
　その後1884年夏に大規模な争議がボレージネ地方で発生する。これは翌年にマントヴァ県で勃発す
る運動と共に「ラ・ボイエ」（la　boije）の争議と称されるが，ボレージネの運動は，これまではその後
のブラッチャンテの大闘争のプレリュードと見なされ，マントヴァ県の有名な運動に比べて副次的立
場に位置づけられてきた。だが今日の評価ではボレージネの運動も大衆の参加の規模，組織化の能九
対抗のレベル，プロレタリア的急進主義のレベルにおいても，マントヴァの運動に劣らないとされる。
「実際，マントヴァ県に先んじたボレージネの運動は，ブラッチャンテ階級の従属性の時期を閉じ，北
部イタリアのプロレタリアにより広範に追求される大衆の攻撃的局面を開く。だからプレリュードで
はなく，最初のブラッチャンテの大きな闘争」とトマシンは積極的にその意義を評価している（1）。
　19世紀前半，ボレージネは著しい社会的平穏さを享受していた。それはブラッチャンテの就業の安
定と深刻な失業現象の欠如の結果であり（2），それには労働力を吸収した千拓事業，湿地帯の埋め立
て事業などの公共事業も大きく寄与していた。だが19世紀後半になると，生産システムと土地経営に
変化が生じ，ブラッチャンテ階級に深刻な影響をもたらすことになった（3）。その結果は常雇い（オッ
ブリガーティとサラリアーティ・フィッシ）から臨時雇いブラッチャンテへの転落である。1871年に
オッブリガーティと臨時雇いのブラッチャンテはあわせて農業の就労人口の67・4％・サラリアーティ’
フィッシ（ボアーロ＝牛飼い）は11％であった。81年には臨時雇いは36．6％，オッブリガーティとサ
ラリアーティ・フィッシは48．8％となる。この傾向はその後も続き，1901年には臨時雇いは53．4％，
オッブリガーティとサラリアーティ・フィッシは23％となる（4）。
　このように常雇いの減少と臨時雇いのブラッチャンテの増大は，後者の失業の増大に導き，その失
業は県の経済にとりエピソード的ではなく，構造的なものになった（5）・こうして実際住民の大部
分の生活条件はひっくり返された。それまでの数十年の間，この時まで年間を通じて保障された仕事
そして仕事と共に「少なくとも……，日常のポレンタ」をもっていた数万の農民は，常に明日の不確
かな「絶えず仕事のない状態にさらされるに至った」。その日契約を余儀なくされ，ますます数の多く
なるブラッチャンテは「大群をなして……運にまかせて，一日のために，その失業した腕を安い価格
で売るための人を求めて」農場から農場，土地から土地へ農村をさまよい始めた。それは急速に形成
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されるに至った真の貧者の軍隊で，その「無数の群れは……二輪車とシャベルを持ち県を走り回り，パ
ンと仕事を求める」（6）。
　その後，さらに事態を深刻にしたのは洪水である。82年9月，アーディジェ川とヴェネトの他の河
川の決壊の結果，パドヴァ県のモンタニャーナ，エステ，モンセリチェ，コンセルヴァの地帯，低部
ヴェローナ全域，ボレージネ全域が水没した。特に破滅的だったのは東部ボレージネの氾濫で，そこ
では避難所もない7万人の農民がいる30の農村自治体を含む，7万haの地帯が長期にわたり水びた
しとなった。そのため83年には収穫はごくわずかで，恐るべき飢餓の年となった（7）。82年のアー
ディジェ川の満水の時に救援作業のために派遣されたある陸軍少佐は，ボレージネの「貴族と地主の
無関心と農民の悲惨な貧困」について述べ，さらに貧しいイタリア南部と対比して次のように記して
いる。「私はミーラの羊飼いとシチリアの農民の多くの部分，ヨニオの海岸の±方の貧困を知っている。
だがこの時期，ボレージネで巡り会ったそれに匹敵する貧困を知らない」（8）。これらの事態を背景
に84年のラ・ボイエの運動が爆発する。だがブラッチャンテの飢餓と絶望はこの争議を説明するのに
十分ではない。実際ヴェネトの他の地帯も同じように苦しんでいたのである。だがヴェネトの他の諸
県では大規模な争議は生じなかった。ボレージネは，教権的，親オーストリア的サークルに支配され
たヴェネトの諸県とは異なる伝統（9）と，近くのマントヴァ，フェラーラの地帯と類似した社会的
特徴を持っていたからである（10）。
　他のボー平野の仲間と同様に厳しい貧困状態を前にして，ボレージネでは早くも1880年6月に数百
人の収穫人は自然発生的に，予告なしに突然に農機具を捨て，飢餓賃金に抗議して畑を放棄した。こ
れはいつものように鎮圧のために軍隊が介入し，百人が逮捕されて終結した（11）。
　84年の争議は6月初めペッツォリで始まった。そこでは2人の地主が「民主主義ファッショの綱領
を持つ地元の民主派の支部の加盟者であった」何人かのブラッチャンテを解雇した。彼らは県知事に
訴えるが，地主が勤労者の代表と面会しようとしなかったのでストが決定された（12）。6月の第2週
の終わりに収穫人の最初のストが勃発する。19日には，ロヴィーゴ市長ジョヴァンニ・カサリー二の
ロヴェルディクレの土地，20日にはブーゾ・サルザーノ，21日にはアルクア，ボルセーア，ヴィッラ
ドーゼ，ペッツォリと続く。カラビニエーレはストの推進者を逮捕するが，争議は続き，農民の騒然
とした大衆的抗議と一緒になる。市長村長の家を包囲し，逮捕された仲間の釈放を要求する。ストの
拡大はとどまることを知らず，6月23日には争議は23の自治体に拡大する（13）。この争議の最中に
「ラ・ボイエ」（1a　boije）という叫びがあがり，スト参加者はこの叫びと共に農村を駆けめぐる（14）。
　仕事の放棄は全面的で，収穫作業は阻止される。地主に対する脅迫，威嚇放火，スト破りに対す
る暴力も伝えられる。農民は「土地の広場で示威運動を行い，逮捕された同志の解放のため監獄を攻
撃し，大衆的にカラビニエーレを攻撃する。カラビニエーレは時としてカステルグリエルモで生じた
ように，群衆に屈服する」。デモを鎮圧するために4000人の騎兵，狙撃兵と800人のカラビニエーレ
が派遣される。「ここでは戦場にいるように見える」と6月25日『ガゼッタ・ディ・ヴェネツィア』は
書く。逮捕者は百人に上る。社会主義者の代議士コスタ，それにルイージ・ムシー二は闘争の仲裁の
ために県に赴く（15）。
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　6月22日，日曜日，カステルグリエルモの中心での圧倒的なブラッチャンテのデモの最中，デモ隊
とカラビニエーレの間で重大な事件が突発する（16）。その後の裁判で，逮捕者の1人はカラビニエー
レを殺害する意図を持っていたとして強制労働20年，別の1人は禁固10年，3人が5年，2人が4
年の刑を宣告された（17）。カステルグリエルモの事件は，官憲の抑圧活動に拍車をかけるが，他方で
はブラッチャンテが消極的であった地帯に風穴をあけ、広範な大衆を結集した決意の固いグループに活
力を与えた（18）。その後も争議は続き，6月末には最東端を除き県全体に拡大する（19）。7月初め
に官憲の圧倒的介入により，県全体は軍の支配下に置かれ，ストは終結する（20）。
　このストは全国的な反響を呼んだ。たとえばローマの新聞『メッサジェーロ』は特派員イニャツィ
オ・スカラベッリを現地に派遣し，農民の主張におおくのページをさいた。『メッサジェーロ』は次の
ように伝えている。カステルグリエルモとヴィッラノーヴァの2つの暴力のエピソードを除けば「逮
捕者の大部分は煽動者と非難されているが，平和的なスト参加者である。農民は冬，仕事がある場合
には，1日25チェンテジモから40チェンテジモ，夏には50から80チェンテジモ，女はその半分を稼
いでいた。ただ穀物の刈り入れと小麦の収穫の数日間，賃金は1リラから5リラに上ることが出来た。
家は獣の巣である」（12）。
　ローマの社会研究人民サークルは，84年7月1日の全体集会で「ヴェネトの現在のストにおいて，
政府は地主と借地農に味方し，収穫人の代わりに兵士を送り，百人ほどのスト参加者を逮捕して，正
義と社会生活のあらゆる規則のみならず，それによって統治することを断固として求められる法その
ものを侵犯したことを考慮して」，スト参加者，特に逮捕者とその家族の救援のための公共募金を行う
ことを決議した。『メッサジェーロ』は，アンドレーア・コスタとルイージ・ムシー二の署名したその
アピールを公表して，百リラの募金に応じ，いわゆる「秩序の友」と論争するためにその機会をとら
えた（22）。
　ロヴィーゴの裁判所で202人の被告が35の裁判で裁かれ，その内161人が最大6ヶ月の禁固から数
日間の投獄までの判決を受けた（23）。他方その後，国家の抑圧措置に対抗して，ブラッチャンテによ
る干し草置き場，家畜小屋，麦わらの山，牧草貯蔵庫に対する放火，ブドウの木，果物の木の切断と
いった抵抗が続いた。これは伝統的な農民の闘争手段である（24）。
　経済闘争の面では1884年のストはブラッチャンテの勝利であった。ブラッチャンテ，特にオッブリ
ガーティが受け取る収穫物の割合は，それ以前の8－9％から84年夏には18－22％に，最も高い場合
にはクレルピーノの28％に上った（25）。
　この「ラ・ボイエ」のストを，デル・カッリーアは自然発生的なもので，組織性はないと見なした
が（26），実際にはかなり組織的なものであった。すでに1884年初め，アドリアの警察の代表は，低
部ボレージネで「農村勤労者の報酬引き上げ」に向けられた宣伝組織を明らかにした。そのような活
動薩台は，37歳のフランチェス・・オノレトーレに指導されるアドリアの民主派協会であ・た・1884
年の最初の月日に，部分的にはアドリアの協会の支部として，他の民主派協会が，サン・マルティー
ノ・ディ・ヴェネツィアのペッツォリ，ラーマ，ガヴェソーロで、バポソッゾ村のヴィッラノーヴァ・
マルケサーナ，カナルヌオーヴォで，ポルセッラ，フィカローロ，バーリチェッタ，マニョーリ，ヴァッ
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リエーラで出現した。ポルセッラの協会は，急進派の弁護士アキッレ・テデスキにより主宰される委
員会により指導され，「その影響は，中，北部ボレージネの無数の自治体に拡大する」（27）。収穫の時
が近づいた時，協会加盟者を解雇するという威嚇にもかかわらず，諸組織はその活動を強化し，断固
として賃上げを目指す。「家や居酒屋で集会」がもたれ，「社会主義者の新聞，パドヴァのrパーネ』，
ヴェネッィアの『バルババーオ』が読み上げられ，広場や居酒屋での演説，他の村々のブラッチャン
テとの手紙のやり取り」がなされた（28）。
　このボレージネの「ラ・ボイエ」のストは，基本的には要求闘争であったが，政治的には民主派の
ほかに，社会主義者やアナーキストも活動していた。社会主義者は革命の目標は提起せず，社会主義
の宣伝に限定していた。その一方アナーキストは革命的蜂起に希望をかけて活動したが，85年6月か
ら10月の間に逮捕され，失敗に終わった（29）。
四　1882年，ゴンザーガ（マントヴァ県）のスト
　マントヴァ県の農業は，ロンバルディアにおけるその周辺的位置，過去の諸政府による怠慢（1861
年までオーストリア領であった）のため，ロンバルディアの他の地域の積極的経済活動，北部を鼓舞
した革新的潮流の熱狂から長い間断ち切られ，その発展は緩やかで，大不在地主の存在と資本の欠如
のため阻止されてきた。だが統一後はその事態も一変し，1870年代には新たな刺激とダイナミズムを
得た。教会財産の全面的清算，貴族の土地所有の減少と共に土地の集中が進み，大中の借地農（企業
家的土地所有）が出現してきた。1871年と1879年の間に4513の所有経営体（ditta　posseditore）が？肖滅
した（1）。マントヴァ県はほぼ全体的に平地であり，こうして大中の農場経営と穀物耕作によって特
徴づけられることになった（2）。1881年のセンサスによれば，農業従事者175，000人の内，61，000人
がオッブリガーティ，小自作農，折半小作。臨時雇いが114，000人で前者のほぼ2倍であった（3）。
臨時雇いの条件は他のボー平野と変わらず，機械化の進展によって悪化した（4）。
　ここでは本題に入る前に，前年のクレモーナの争議の影響を受けて生じた，マントヴァ県南部のゴ
ンザーガの1882年の争議についてみる。
　ゴンザーガはマントヴァ県でも過剰人口，農民の土地収容，農機具の導入で最も打撃を受けた土地
の一つである（5）。ここは借地による土地経営が県の他よりもはるかに高い割合で，勤労者の直接的
被害は非常に重く，投機は危険なものであった。保守派の新聞『ガゼッタ・ディ・マントヴァ』も1885
年に次のように認めている。「20年前からこの方，インプレンディトーレ・ディ・ラヴォーロ
（imprenditori　di　lavoro）に生じたことが借地農の問にも生じた。彼らの間でそのように大きな競争が行
われ，収益を最小限にまで減少させたので，ある者は勤労者への報酬を切りつめ，他の者は直接の生
産を行うのに必要な事業のみ行うことを余儀なくされ，土地の肥沃さを保持するか，増大させるのに
相応しい全ての事業を放棄した」（6）。また農業家の世界も臨時雇いの悲しむべき状態と「今日，そ
のほとんど定期的な騒動を説明し，また正当化する厳しい経済的困窮」をかならずしも否定しなかっ
た（7）。
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　新しい選挙法（8）に基づき実施されることになった82年の総選挙を前にして，ゴンザーガ区では，
左派勢力の手で「パンと労働」と呼ばれる選挙委員会が樹立され，これは新たに投票権を得た農村勤
労者の間にも選挙活動を強め，選挙戦が勤労者のストの宣伝と準備のきわめて新しい媒介物となった。
春にストが勃発した時，当局は確認している。「新しい選挙戦の機会と，貧乏人に対する富者の不正義
を非難するためにそれを利用する破壊的諸党の有害な活動なしに，ス『トは生じなかったであろうし，
あるいはそのようには拡大しなかったであろう」（82年8月1日の警察の報告）（9）。選挙委員会は集
会や政治集会を召集し，そこで宣言された目標は「来るべき総選挙で可能な限りあらゆる力をもって
プロレタリアートを保護する」ことであった（10）。ゴンザーガでは「パンと労働」連合は居酒屋ジョ
ヴァニー二に本部を置き，そこに声明や記録があずけられた。「こうしてブラッチャンテにとり選挙委
員会は短期間に，自分の問題をぶちまけ，自分について，非人間的な諸条件について語るため，自分
の政治動機を検討するため，数時間過ごすことを刺激される理想的な場所となった。彼と他の人との
出会いにはとりわけ教育的機能があった。新聞，パンフが読まれ，選挙登録が多くの者にとり現実的
となったので，集団的，具体的活動が可能であると認識された」（1D。
　その間，示威運動が始まった。82年3月27日，300人以上の水田の臨時勤労者（risaioli）はボンタ
ネッラでストに入り，モリアの広場で集会を開き，市庁舎前で示威運動を行い，その後モリアの農村
に赴いた。翌日350人がシャベルを持って赴き，その後モーデナのデ・モル男爵の水田に赴いた。一
方180人の別の勤労者のグループは畑を横切り，同じ場所へ向かった。ゴンザーガの「パンと労働」委
員会の何人かのメンバーは逮捕された。だが翌日，軍隊の到着にも関わらず，ストは拡大した。ゴン
ザーガの広場には，ギンダネッロ，モリア，ボンデL－・一一ノ，ノーヴィ，コンコルディア，ローロ，カル
ビの各地から1000人の勤労者が集まった。軍隊に攻撃され10数人が逮捕された。だがブラッチャン
テの示威運動は続く。「彼らは村，小集落の単なる集会を越える組織能力を示して，自己の活動に対し
て刻印を与えた。臨時雇いの大きなグループは低部マントヴァ全体の農村をさまよいはじめ，モーデ
ナ県，レッジョ県の境を越え，勇気の欠如のため，情報の欠如のため，あるいは雇用主の解雇の威嚇
強要のため，最初の向こう見ずな闘争の仲間に加わらなかった臨時雇いが仕事をしていた農場に赴い
た」（12）。合言葉は1日2．50リラ以下では仕事をしないことであった。掲示が張り出され，カサーレ
の小集落ロンコフェラーラでのそれは次のように読める。
　止まれ。署名者は移動の途中，全人民，特に農民に，諸君全員が見るように，貧困がつよく支
配しているのを知らせる。それを終わらせる時だ。生きるために今日農民は1日2．50リラ以下で
は苦労することはできない。なぜならこの時，紳士達が与える賃金では生活することは不十分で
あるからだ。なぜなら貧しい者は最も必要なポレンタ，塩，油，木材，衣服，家賃，ミネストラ，
多くの服などを必要とするからだ。
　1日1一痴でこのことができるのか私は質問する……。貧しい商人も信用を我々に与えること
に疲れている。なぜならかれらも扶養するべき家族を持っているからだ。今日の1日に与えられ
る賃金では負債を払うことは出来ない。なぜならしばしば良好な季節においても，我々は多くの
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放浪者と同じように道路上におり（失業している），家にいる我々の子供達は飢えているからだ。
署名者は全員の利益のために多くの者が集まることを希望する。だから注意し，勇気を出し，頑
張れ（13）。
　女達の活動も目覚ましい。女達は他の女と子供達に仕事を思いとどまらせるために，農村を巡る。コ
ンコルディアのリヴィア・カヴィッキオーリとクイステッラのクレオニーチェ・ジョヴァネッリは「最
も熱狂的な者」と警告された。
　雇用主が225リラの報酬の引き上げに合意した後，労働は再開された。この水田のストの後，トウ
モロコシの鋤起こしのストがやってくる。農民は1848年以前には（つまりオーストリアの支配下に
あった時），収穫物の3分の1を得ていた。今は5分の1，時としては6分の1，7分の1である。議
会への請願署名が集められた。印象的なのは，古い農民反乱の印であった商店主との衝突，パン屋の
襲撃，略奪が見られないことである。このストに小麦の収穫のためのストが続く。地主と経営者は賃
上げを拒絶し，ある者は他の諸県から勤労者をスト破りとして連れてくることを考える。ボンダネッ
ロではブラッチャンテはアルガリータ・ヴィンチェンツォの経営する居酒屋で夜遅くまで集会を開く。
「そこでストが計画され，（地主の）活動が非難され，忠告がなされる」。警告と逮捕が続く。ストは6
月半ば以降，ゴンザーガ区からクレモーナ∫パルマ，ブレッシアの諸県に拡大する（14）。
　「パンと労働」連合の候補者はモネータとマリオ・パニッツァで（15），パニッツァは82年10月1
日，マントヴァ市で語り，農民の恐るべき状態を告発し，連帯を表明した。「私は常にこれらの不幸な
者達といるであろう……。私の思想がいかなる社会主義の教義からも私をきわめて遠くにおいておく
場合でも，私は彼らと共にいるであろう」（16）。パニッツァは10月29日の選挙で民主主義ファッショ
のリストで当選し，ゴンザーガとモリエの選挙区で大成功を収めた（17）。だがその後も争議はやまな
い。12月，カラビニエーレは広場で次のように記された手書きの掲示を押収した。「パリ・コミューン
と社会主義万歳。何もすることなく生きる者はくたばれ。労働者に労働の手段を，労働する者に労働
の成果を。人民の圧制者に死を」。集会と逮捕が続き，賃金は引き上げられた（18）。1882年のストの
後，83年，84年は平穏であった。85年になって9000人が参加する大規模な争議が勃発する（19）。「ラ・
ポイ」の争議である。
五マントヴァのla　boiの争議
　マントヴァ県では民主派左派の人間が勤労者の組織化に着手し，争議に関与する。1884年末に貧し
い農民，ブラッチャンテ，土方（terraziere）（1）は，2つの大きな組織に組織された。1っはエウジェ
ニオ・サルトーリに指導されたマントヴァ県農民相互扶助協会（Societa　di　mutuo　soccorso　fra　i　contadini
della　provincia　di　Mantova）で，マントヴァ郡とオルトレポーの勤労者を結集し，機関紙として『リー
ベラ・バローラ』を利用する。もう1つは，ガリバルディー派の元大尉フランチェスコ・シリプラン
ディにより推進され，再生したイタリア勤労者総協会（Associazione　generale　dei　lavoratori　italiani）で，
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クレモーナ県に向かう東部マントヴァの全域を組織し，『ファヴィッラ』が機関紙であった（2）。
　2つの組織は，組織化の地域的相違のほかに異なった特徴を持っていた。シリプランディの総協会
に参加した各組織は固有の規約を持ち，総協会のもとに連合していると考えられた。逆にサルトーリ
の協会は，中央集権的で張りめぐらされた組織網を備えていた。支部長，副支部長，助言者（consigliere）
に指導され，どのような小さな村落にも浸透した。サルトーリの結社の規約第1条は「自治体の数と
同じだけの100人を下らない加盟員を持つ支部に分かれた，農民相互扶助協会という名称を持っ協会
が結成される」と述べている（3）。
　結成後，再組織とも圧倒的加盟者を得た。特に我慢の出来なくなった農業勤労者にとりサルトーリ
の組織はより魅力的に見え，実際1885年初めには2万人に違した。それだけの人数を引きつけた要因
は，平均日給2．50リラを要求し，シリプランディの組織よりも高い賃金を求めた結果である（4）。
　またシリプランディの組織の指導グループには興味深い人物，ジュゼッペ・バルビアー二がいた。彼
は1852年貧しい農民の家族に生まれ，給仕，店員，小さな土地の経営者となり，思想的にはアナーキ
スト的社会主義の傾向があった。アンドレーア・コスタは，1885年のマントヴァ県の争議の逮捕者に
対するヴェネツィア裁判が開かれていた1886年2月22日，ローマの新聞『メッサジェーロ』に送っ
た通信で彼について次のように述べた。
　シリプランディは　　若い心と体格と思想を持っているとはいえ　　老人で，より遠くには行
けない。サルトーリは，思想とその社会的条件のため，生きているブルジョワ的環境（5）を越
えて蜂起はしない。だがバルビアー二！ああ，バルビアー二！。活発で深い視線において，曇っ
た，真剣な，陰欝な顔つきで，強い筋肉，その告白する率直な社会主義的思想で，農民が彼に抱
いている愛情で，彼の非難は，繰り返すが，既成秩序に対する，そしてマントヴァ県の大地主の
貴重な平穏さに対する絶えざる脅威と映っている……。
　ストを宣伝したというかどで約1週間いたアーディジェのサン・マルティーノの監獄から出獄
したとき，ネッカチーフが翻り，明かりが外に出て，数千人の男，女，子供が祭りに参加した（16）。
　バルビアー二は「社会主義者キリスト」を説き，農村での保守的なカトリック教会と聖職者の支配
に挑戦していく（7）。この「社会主義者キリスト」については，シリプランディがすでに1881年に
言及していた。
　イエスは社会主義者であり，革命家であった。そのすべての教義は兄弟愛の感情に立脚してお
り，優れて人間的である……。彼は全ての人間を神の子，したがって平等であると呼ぶ……。し
ばらくの間，財産の共有は新しい社会の基礎である。イエスの使徒であるためには第1の条件は
自己のものを売り，貧者に分配することである……。彼は偉大な殉教者であった。血なまぐさい
　ノ
歩みをたどり，そのために他の多くの者は彼の後を通り過ぎなければならなかった。
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　これは農民の問での社会主義者の宣伝が好んだテーマの1つで，あきらめと忍従を説くカトリック
教会の農民に対する影響力を浸食しようとする試みであった。バルビアー二はさらにこれを積極的に
展開した。かれは「勤労者の十戒」を作り，ボー平野の農村を巡り，方言で話し，農民の間にその思
想を植え付けることに努めた（9）。勤労者の十戒は県境を越え，様々な人物により広められた。たと
えば，ヴェネトのアナーキスト達は1885年5月「マントヴァの農民の十戒のコピー」を配布するため，
低部パドヴァと北部ボレージネを通って，徒歩旅行をした（10）。
　シリプランディの協会の賃金表は，その連合的性格のため，自治体毎，時としては村落毎に加盟す
る協会により与えられ，統一的ではなかった（11）。他方サルトーリの協会の準備した賃金表は雇用主
を驚かせた。ディスオッブリガーティには現行の2倍，いくつかの場合には3倍の時給が規定され，こ
うした様々なタイプの仕事のために提案された平均賃金は1日10時間一11時間で約3．52リラに上る。
この数字はオーストリアとの戦争により労働力が著しく欠乏した1866年夏に唯一の先例を持っもので
あった。オッブリガーティに関しては現金による600リラの年収，仕事に従事する子供1人当たり300
リラのプラスを要求した。これらの，要求はサルトーリの協会が；シリプランディの組織と異なり，強
力に集権的でヒエラルヒー的構造を持っていたので，各支部に統一的に受け入れられた（12）。この賃
金表は84年12月に公表され，ディスオッブリガーティにとうては，翌年の4月1日から，オッブリ
ガーティのそれは農業年の開始日，9月29日に発効することになっていた（15）。
　シリプランディにせよサルトーリにせよ，暴動や騒動，激しいストにより雇用主にその賃金表を受
け入れさせる意図を持ってはいなかった。だが2人はパンドラの箱を開けることになる。「平静を保ち，
暴力を回避し，ストを行わないようにという指令，勧告，説教」がなされたが，聞き入れられなかっ
た（14）。雇用主の尊大さと横柄さに対して，今や勤労者ははじめて尊大さと挑戦で応じ，こうしてポ
レージネの反乱の特徴的な叫び「ラ・ボイエ」がマントヴァの農村でも鳴り響く（15）。
　攻撃の意図を抱き，今やほとんど動物的存在の数年後，組織と数の力を認識し，農民は地主と借地
農に対して神経戦を開始した。壁にかかれた言葉は真のジャックリー（農民反乱）を予告しているか
に見えた。「農民よ武器を取れ」，「団結は力である」，「ダルコに死を」，（大地主で雇用主協会の長）「89
歳のダルコは出しゃっばっている。ギロチンの準備は出来ている」。またブドウの木の切断や農村での
放火の声も挙がる（17）。
　不安になった地主と借地農は，ダルコ伯爵にせきたてられ，土地経営者協会を樹立し，数日で4000
人の加盟者を集めた。彼らは少しばかりの賃上げを認めたが，実際にはダルコとその2人の友人が協
定された賃金1日130リラを支払ったにすぎない。農民の組織により繰り返された交渉の要請は，農
民相互扶助協会とシリプランディの総協会の何人かのメンバーはブラッチャンテではなく，そのよう
な職種を代表することは出来ないという口実で拒絶された。地主と借地農は，大分前から支配する者
として個人的に農民と交渉することに慣れ，対等に交渉のテープルにつき，彼らと会談するという考
えを受け入れる用意はなかった（18）。
　このかたくなな農場経営者を前にして，シリプランディとサルトーリは，いつでも県全体の農民蜂
起に発展しかねない争議を停止させる用意をした。2月にサルトーリは，近い将来にその組織の賃金
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表を適用することを放棄するための理由として農場経営者の財政困難をあげた。サン・ジョルジョの
農民の聴衆を前に「それ以上，小地主と借地農の利益を危険にさらさない」よう，和解的態度を一時
的に取ることを勧告した。数日後，その賃金表の適用は，雇用主の財政困難が改善される，未定の将
来に約束して，今のところ少しばかりの賃上げに限定するよう勧告した（19）。
　シリプランディとサルトーリの中庸を求める言葉は，4月の第一日に約束された解放のため，催眠
術にかけられているかに見えた勤労者によっては聞き入れられなかった（20）。
　4月1日が近づくにつれ，雇用主の側では不安と緊張の状態が続く。3月11日，下院でダルコ伯は
マントヴァ県の騒動は，破壊的煽動者の宣伝の結果であるとして，政府の介入を要請した（21）。マン
トヴァの大地主キッツォリー二は，ダルコの演説の5日後，農民争議を鎮圧するため，軍隊の介入を
切に願う手紙をデプレーティス首相に書いた。
　（農民は）強力に組織され，90％が諸組織に加盟している。残忍な意図を表明している。いかな
る慎重さもなく，居酒屋や公共の集会所でそれについて語っている。彼らによれば，運動は4月
1日に生じるはずである。そこでは牛飼い（ボアーロ）とオッブリガーティは家畜の世話をする
ことを阻止され，社会的賃金表で定められた引き上げなしに働くことが阻止される。
　この運動は我々の土地に限定されると信じるべきではない。県全体を含み，今や，農民階級は
我々のもとでよりも悪い状態にあるクレモーナ県に拡大すると述べられている。
　地主と借地農は怯え，誰も集会で現れる残忍な意図と演説を当局に報じるのに力を貸さない。
　全員が深刻な無秩序を予想している。だがそれにどう対策を講じるのか知らない。農民は自分
の意図を押しつけ，絶えず急進的新聞によりけしかけられ，広場に出るための合言葉を待ってい
るだけである。
　司法当局は，法の無力のためか，悪意のためか無気力であり，犯罪行為が罰せられないでいる
（22）。
　デプレーティス政府はついに決断し，行動の許可と軍隊強化の約束によって，マントヴァ県の諸当
局は「鍋があふれる」のを阻止するために速やかに行動に移った。白紙逮捕状と「鍵」となる破壊分
子のリストを備えて，カラビニエーレは県全体に散開し，3月26日，27日の両日で168人の指導者の
逮捕に着手した。その中にはシリプランディ，サルトーリ，バルビアー二，そして農民相互扶助協会
であれ，イタリア勤労者総協会であれ，支部の長がいた。いくつかの土地では，農民はその代表の逮
捕を阻止しようと努め，他の土地では逮捕者の釈放を要求して，大衆デモを行った（23）。
　4月2日，雇用主協会は集会し，1．30リラの賃金の提案を確認したとき，マントヴァ県のかなりの
自治体の農民は憤激して，仕事を放棄し，数日でストは瞭原の火のごとくボレージネ，パルマ，クレ
モーナ，ミラノなどの隣県にも広がった（24）。多くの逮捕者が出て，平穏が樹立された。だがその年
の残りの期間，マントヴァの農民は農村のサボタージュ行為でその抗議の意志を表明した。マントヴァ
のカラビニエーレの大尉によれば，85年の4月1日から12月31日までに，3万件のブドウの木の切
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断が生じた（25）。
　マントヴァ県の逮捕者は全体で200人に昇ったが，22人を除き予審の最中に釈放された。残りの者
に対しては86年2月16日から3月27日まで，ヴェネツィアで裁判が開かれ，全員が無罪となった（26）。
　1886年の選挙では（名簿投票制）では，マントヴァ県では左派が大勝し，「このことは，迫害は迫害
された者の利益になったことを示す」（17）ものであった。
　また1885年12月には，ミラノのイタリア労働者党の臨時大会が，86年4月にはロマーニャのイタ
リア革命社会党の大会が，それぞれマントヴァ市で開催され，そのことはマントヴァがイタリアのプ
ロレタリア運動のシンポルとなったことを示している（28）。
六　抵抗同盟の誕生
　1890年頃、マントヴァ県の小さな村サン・ロッコ・ディ・クイステッロで，抵抗（あるいは改善）同
盟（Lega　di　resistenza　o　miglioramento）が誕生する。これは地域レベルでの抵抗同盟の最初の例であり，
その後これをモデルとしてマントヴァ県で相次いで同盟が結成され，1900年にはオスティリアで最初
の県の諸同盟の会議がもたれることになる（1）。同盟は，勤労者のより一般的な解放という視点に立
ちながら，仕事と収入の平等な分配の実践を目標とするものであった（2）。
　具体的には1890年頃，サン・ロッコの土地のアンテノーレ・ペドラッツォーリは，出来高払いで仕
事を行うために形成されたチームに，収入の平等な分配と，より弱体な組織におけるその維持という
原則を導入した。少し後，これらの土台のもとに同盟が形成される。同盟は4人の勤労者からなる委
員会により組織された。この「サン・ロッコの同盟は，農業勤労者の組合組織による職業斡旋の最初
の例である」（3）。
　翌年には，15の土地の80人のチームの長（capisquadra）は賃上げとローテーションによる仕事の分
配を要求した。その目的は400人を継続的にではなく，1200人をローテーションで働かせることであっ
た。それまでは，仕事を求めて殺到し，野蛮な仕事の争奪戦となったが，それに一定の秩序を与える
ために「全員か無か」という合言葉がしばしば用いられた。だが労働者に比して仕事が少ない場合に
は，全員が雇用されても，1人当たりの賃金はかなり低いものになる。そこでローテーションにより
仕事の交替が考えられたのであり，それは「全員か無か」という合言葉に現実的な解決を与えるもの
で（4），より多くの者に仕事と収入を保障する職業斡旋活動であった。
　同時代のマントヴァ県の社会主義運動のリーダーであったポノーミとヴェナッッァ（ボノーミはそ
の後社会党代議士として全国舞台で活動する）は，次のようにその意義を指摘した。
　サン・ロッコの同盟は，こうして，感嘆すべき総合のもとに，農村のプロレタリア組織の様々
な形態，様々な目標を含んでいた。同盟は集団的雇用と労働時間，賃金の問題を扱うだけでなく，
それ自身が労働力を分配し，ローテーションのシステムによって，組合員の誰もが長く失業しな
いように追求した。要するに同盟は，彼らが利害集団として交渉する勤労者の権利の承認と同じ
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く，今や同盟がその組合員の強制的で長引く失業を除去するために樹立しようとした職業斡旋所
を含んでいた。
　サン・ロッコの組織は「万人にとり啓示」であった。サン・ロッコのそれと幾分とも類似した規約
をもって，改善同盟は県の全ての土地に出現した。サン・ロッコの「小さな農民の核によるすばらし
い福音の香りは，炎のようにマントヴァ県と近隣に普及した」。
　数ヶ月で諸同盟の登録者は1000人ほどになり，1901年1月のカステルダリオの会議では，同盟
はすでに22に達していた。1901年2月24日，マントヴァ市で改善同盟マントヴァ県連盟が創設
された。それには，15600人の組合員を擁する121の同盟が参加した。今や連盟に参加する同盟
は，40231人の組合員を擁する271である（5）。
　1901年，ボローニャに本部を置く全国土地勤労者連盟（フェデルテッラ）が結成され，マントヴァ
県の運動の経験もこれに受け継がれ，ボー平野全域で追求されていく。世紀転換期と共に土地勤労者
の運動も新しい段階に入る。それまでの運動は今だ幾分とも自然発生的性格を帯びていたが，20世紀
に入ると，全国的組織のもとに統一的に指導され，組織的に展開されていく。
　1880年代の農業危機にさらされたイタリアの農民には3つの選択があった。忍従，移民，社会主義
である。忍従は特にイタリア南部で広範に見られ，移民は中部，・北部で広まった。それに対して社会
主義は，ボー平野，特にエミリア・ロマーニャの肥沃な農村での回答であった（6）。ボー一平野では，
社会主義者は最も好ましいその宣伝と活動の対象をブラッチャンテに見いだし，逆にブラッチャンテ
も労働生活条件の改善の道を社会主義者に託した。かくして，「はじめに」で引用したプロカッチも
指摘しているように，ボー平野では農村部に社会主義が浸透し，大衆的支持を獲得する。1897年の総
選挙（小選挙区制）で社会党（1892年結成）が獲得した15の選挙区の内，10まではボー平野の選挙
区であった。また1900年の総選挙では社会党の得票は全国で13％であったのに対して，エミリア・ロ
マーニャでは倍の26％であった（7）。こうして，ボー平野は，ブラッチャンテの強力な運動を背景と
して，第一次大戦前に社会党の強力な基盤となる。
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五
（1）ブラッチャンテに属し，干拓地や運河の掘削，排水路の整備，築堤などの土木事業に従事する者。
（2）R．　Salvadori，　La　repubblica　socialista　mantovano，　Milano　1966，　p．45．イタリア勤労者総協会は，はじめ1876年に
　創設され，77年には3000人の加盟者，その内85％はブラッチャンテを擁した。その目標は「勤労者階級の完
　　全な餌放」のための闘争に労働者と農民（ブラッチャンテ）を結集すること，そしてブラッチャンテのために
　　「抑圧と不正義の終わリ」，「男のために仕事，子供の教育，全員にパン，自由，市民的平等」を要求すること
158
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　　るからである。V，殺すなかれ。人民と人民の間の戦争はつねに恥じるべきである。なぜなら無皐な者と兄弟
　の屠殺に導くからである。だから盲目な手段とするために，あなたを養う元気一杯の息子を懐から奪い取る恒
　久的な軍隊の廃止を獲得するよう努力しなさい。VI，姦淫するなかれ。他人が豊かになるためにあなたの仕事
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　　を利用し，怠惰を行うためにあなたの仕事を利用することを許してはいけない。あなたは養うべき家族を持っ
　　ていること，他の者が生きたいのであれば，彼らもあなたが行うように労働すべきであると考えなさい。VII，
　　盗むなかれ。盗んではいけない。盗まれるに任せてはいけない。なぜなら自分の汗の結晶を何も生み出さず，
　　1日を決して手に鋤，ハンマー，ペンをつかむことなく過ごし，楽しむ者に持っていかせることは愚か者であ
　　る。wn，偽りの証言を行ってはいけない。僧侶を信じてはいけない。なぜなら彼らは絶食と苦悩を説き，あな
　　たの背後で太っている偽りの証言である。暴君を愛してはいけない。なぜなら彼らは人民の意志の偽りの証言
　　である。人民は善に向かって改善し，進歩するため自由で自分自身の主人となるべきである。IX，他人の物を
　　盗んではいけない。他の者があなたの物，あなたの権利を盗むに任せてはいけない。だからいかなる種類であ
　　れ，特権の廃止を気にかけ，労働に基づく真の平等を獲得するよう努めなさい。X，他人の弱みを濫用しては
　　いけない。女と無力な者を尊敬しなさい。なぜなら女はあなたに愛と子供を与えるからであり，無力な者は引
　　き上げられ，健全にされる必要がある者であるからだ。
　　朝に夕にあなたの家族に社会主義の戒めを唱え，唱えさせなさい。それらが全員により認識され，実行に移さ
　　れるときには，その時にはあなたのため，あなたの家族のためにパンを獲得し，この土地の上で平穏に静かに
　　生活できるでしょう。
　　自由，平等，友愛である人民の3つの徳をとりわけ想起しなさい。それによって，聖なる十字の真の印を…。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピネーガ・ロンバルダのジュゼッペ・バルビアーこ
　　これは「その素朴な単純さで，農村の社会主義の宣伝の最初の完成されたテキストに属している」とされる。
　　Ibid．，p．85．
（10）V．Tomasin，　op．ciし，p．236．
（11）RZangheri，　op．cit．，p．88．
（12）R．　Hostetter，　op．cit．，p．62；R，　Zangheri，　op．cit．，pp．105－6．マントヴァ県農民相互扶助協会の賃金表は，その規約
　　と共に，Istituto　Arcide　Cerei，　Campagna　e　socieiA　cit，　pp．96－8　に採録されている。
（13）R．Zangheri，　op．cit．，　p．106．
（14）RHostetter，　op、cit．　p．63．サルトーリは85年1月1日，自分の協会の規約のコピーを当局に渡し，平和的意
　　図を説明した。農民に対して，彼は平穏さと雇用主の挑発に対する一切の反応を控えることを忠告した。《La
　　Libera　Parola》，1885年1月4日一11日，　cit、　da　R．　Hostetter，　op．cit．，p，63．
（15）　L．Preti，　op．cit．，p．99．
（16）R．Hostetter，　op．cit．，p．63．
（17）　Ibid，，p．63．
（18）　Ibid．，　p．64；L，　Preti，　op．cit．．　p．99．
（19）R．　Hostetter，　op．cit．，　PP，64－5．争議とその逮捕に続いたヴェネツィアの裁判の過程で，サルトーリは賃金表は
　　すぐに適用されるべきではなく，しかも4月1日という日付は，地主に「道徳的圧加を加えるため，そして
　　「彼らを直接それぞれの労働者と交渉するよう導く」ために定められたと言明した。R，　Zangheri，　op．cit．，p．106，
（20）4月1日は，ディスオッブリガーティのブラッチャンテにとり賃金表が発効することになっていた日である
　　と同時に，バルビアーこの宣伝により，精霊の時代（era　di　Spirito）が始まり，勤労者の解放の日となると説
　　かれ，一種の先年王国の到来の日と考えられた。R．　Hostetter，　op．cit．，　pp．62－3；L．　Preti，　op．cit．，p99．
（21）R．Hostetter，　op，cit．，．p，65．；R．　Salvadori，　op，cit．，pp，48－9．
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（25）R．　Hostetter，　op．cit．，p．66；Cf．　L．　Preti，　ep．cit．，　p．99．そのほか．夜間に農場の干し草置き場，麦わらの山，家畜
　　小屋などに対する放火がなされる。これはガレット・ロッソと言われるもので，ボー平野の農業争議に常につ
　　きまとう行動であり，農民運動に暴力性の印象を与えることになる。ガレット・ロッソについては，以下参照。
　　V．　Evangelisti　e　S．　Sechi，　ll　Galletto　Rosso．　Precariato　e　conflitto　di　classe　in　Emilia－Romagna（1880－1980），　Venezia　1982．
（26）　C．Castagnori，　oP，cit，，PP．418－9．
（27）　L．Preti，　op．cit．，P．101．
（28）C．Castagnori，op．cit．，p．418；R．　Salvadori，　op．ciし，p．62．
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　追記。本稿は1997年度の人文科学研究所の特別研究の報告書である。筆者の体調不良から2年も遅れてしまっ
た。今だ十分に回復したとはいえず，不満足な点が多い。全面改稿は他日を期したい。
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